
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

お知らせ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

雑
紙
の
回
収
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
現
在
、
市
が
回
収
し
て
い
る
「
燃
や
せ

る
ご
み
」
の
う
ち
、
約
15
％
は
雑ざ
つ
紙が

み
と
呼

ば
れ
る
紙
ご
み
で
す
。
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
に
向
け
、
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
飲
料
紙
パ
ッ
ク
に
加
え
、
8
月
か
ら

雑
紙
を
資
源
回
収
品
目
に
追
加
し
ま
す
。

雑
紙
と
は　
コ
ピ
ー
紙
、封
筒
、包
装
紙
、

紙
袋
、
菓
子
箱
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
な
ど

排
出
方
法　
①
紙
袋
に
入
れ
て
紐
で
十
字

に
縛
る　
②
紙
袋
に
入
れ
て
ガ
ム
テ
ー
プ

で
留
め
る　
③
雑
紙
を
ま
と
め
て
紐
で
十

字
に
縛
る　
④
雑
誌
な
ど
と
一
緒
に
紐
で

十
字
に
縛
る

一
般
家
庭
か
ら
の
回
収
に
つ
い
て　
８
月

以
降
の
月
１
回
の
紙
資
源
回
収
日

※
詳
し
く
は
、
６
月
に
各
戸
配
布
さ
れ
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
☎（
21
）０
２
５
９

新
製
品
開
発
等
支
援
事
業
補
助
金

対
象　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

も
し
く
は
団
体

対
象
事
業　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
製

品
開
発
、
ま
た
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

開
発
に
係
る
事
業

説
明
会　
６
月
29
日（
金
）午
前
10
時
～

審
査
会　
７
月
24
日（
火
）午
後
２
時
～　

※
説
明
会
、
審
査
会
と
も
に
場
所
は
市
役

所
３
階
大
会
議
室

申
し
込
み　
７
月
13
日（
金
）ま
で
に
産
業

観
光
課
へ

問
産
業
観
光
課
☎（
21
）０
２
２
９

市
特
定
創
業
支
援
事
業

「
創
業
塾
」

日
時　
７
月
16
日（
月
・
祝
）・
17
日（
火
）

と
も
に
午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

対
象　
創
業
し
た
い
人
、
ま
た
は
創
業
後

５
年
未
満
の
人（
定
員
15
人
）

認
定
農
業
者
等
育
成
支
援
事

業（
二
次
募
集
）

補
助
対
象
者
…
認
定
農
業
者
、
認
定
就
農

者
、
集
落
営
農
組
織
、
農
業
関
係
法
人
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
中
心
経
営
体

補
助
率
お
よ
び
上
限
額

①
団
体
…
事
業
費
の
３
分
の
１
以
内
で
１

団
体
１
０
０
万
円
ま
で（
年
度
ご
と
）

②
個
人
…
事
業
費
の
６
分
の
１
以
内
で
１

人
30
万
円
ま
で（
年
度
ご
と
）

補
助
対
象
事
業

　
自
ら
使
用
す
る
も
の
や
農
作
業
受
託
に

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容　
①
創
業
プ
ラ
ン
の
基

礎
知
識　
②
販
路
開
拓　
③
収
支
計
画

な
ど

講
師　
難な

ん
波ば

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん（
中
小
企
業
診
断
士
）

受
講
料　
無
料

申
し
込
み　
７
月
13
日（
金
）ま
で
に
高
梁

商
工
会
議
所
ま
た
は
備
北
商
工
会
へ

そ
の
他　
修
了
者
は
創
業
関
連
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
高
梁
商
工
会
議
所
☎（
22
）２
０
９
１

／
備
北
商
工
会
☎（
42
）２
４
１
２

文
化
振
興
基
金
助
成
事
業
募
集

　
地
域
文
化
の
振
興
や
創
造
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
文
化
振
興
基
金

の
助
成
事
業
を
再
募
集
し
ま
す

対
象　
市
内
の
団
体
な
ど

対
象
事
業　
①
歴
史
的
文
化
の
調
査
・
保

護　
②
文
化
の
普
及
・
顕
彰　
③
文
化
の

交
流
・
研
修　
④
優
秀
芸
術
の
誘
致
・
収

集　
⑤
文
化
施
設
の
整
備　
⑥
歴
史
的
重

要
施
設
の
整
備　
⑦
地
域
の
活
性
化
促
進

を
図
る
た
め
の
施
設
整
備　
な
ど

※
対
象
と
な
ら
な
い
も
の　
①
営
利
を
目

的
と
す
る
事
業　

②
特
定
の
政
治
・
宗

教
・
営
利
団
体
な
ど
の
活
動
お
よ
び
宣
伝

を
目
的
と
す
る
事
業　
な
ど

助
成
額　
事
業
経
費
の
２
分
の
１

申
し
込
み　
７
月
20
日（
金
）ま
で
に
社
会

教
育
課
へ

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
６

国
際
交
流
協
議
会
会
員
募
集

　
市
国
際
交
流
協
議
会
は
、
国
際
姉
妹
都

市
で
あ
る
米
オ
ハ
イ
オ
州
ト
ロ
イ
市
と
の
交

流
を
は
じ
め
、
異
文
化
理
解
や
多
文
化
共

生
に
関
す
る
講
座
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
5
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ペ
ー

ル
高
校
と
教
育
交
流
協
定
を
締
結
し
、
新
た

な
交
流
が
始
ま
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
地
域
の
国
際
化
に
向

け
た
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
の
登
録
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員
１
０
０
０
円

　
　
　
　
法
人
会
員
５
０
０
０
円

問
総
合
戦
略
課
☎（
21
）０
２
０
８

使
用
す
る
農
業
用
機
械
の
う
ち
次
の
条
件

を
全
て
満
た
す
も
の

①
１
品
目
あ
た
り
10
万
円
以
上
の
も
の

で
、
法
定
耐
用
年
数
が
４
年
以
上
の
も
の

（
中
古
品
可
／
消
費
税
は
含
ま
な
い
）

②
補
助
対
象
者
の
事
業
に
関
連
し
た
も
の

③
農
作
業
以
外
に
使
用
で
き
る
汎
用
性
が

高
い
も
の
や
、
直
接
労
力
軽
減
に
つ
な
が

ら
な
い
も
の
は
除
く（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農

業
用
倉
庫
な
ど
）

申
請
期
間　
７
月
２
日（
月
）～
31
日（
火
）

問
農
林
課
☎（
21
）０
２
２
３

被
保
険
者
証
の
更
新

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

７
月
中
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な

ど
で
受
診
す
る
と
き
は
、
新
し
い
被
保
険

者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
、
窓
口
で

１
割
ま
た
は
３
割
の
自
己
負
担
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
一
部
負
担
金
の
割

合
は
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
毎
年
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者

証
で
負
担
割
合
が
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
の

天
引
き
に
な
り
ま
す
。（
特
別
徴
収
）

　
た
だ
し
、
特
別
徴
収
の
事
由
に
該
当
し

な
い
人
や
年
度
の
途
中
で
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
加
入
し
た
人
、
他
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
人
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。（
普
通
徴
収
）

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
付
書
で
納
付
し
て
い
る
人
は
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

変更の内容保険料の決まり方

＋ ＝

※１人当たりの保険料は、100 円未満を切り捨てます。

所得区分 判定基準 一部負担金割合

現役並み
所得者

住民税の課税所得額（各種控除後）が 145 万円以上
ある人や、その被保険者と同じ世帯にいる被保険者 3 割

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰのいずれに
も該当しない人

1 割
低所得者Ⅱ 世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）

低所得者Ⅰ
世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が必要経費・
控除（年金の所得は控除額を 80 万円として計算）を差し
引いたときに 0 円となる人および老齢福祉年金受給者

一部負担金の割合　
医療機関などで支払う一部負担金の割合は、所得区分に応じて決まります。

平成28・29年度 平成30・31年度
均等割額 4万 9200円 4万 6600円
所得割率 9.87％ 9.17％

保険料の限度額 57万円 62万円

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
・
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　
手
続
き
は
、
市
指
定
金
融
機
関
な
ど
に

備
え
て
あ
る
「
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
金
融
機
関
の
受
付
日
か
ら
手
続
き
完

了
ま
で
に
１
カ
月
程
度
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。問

医
療
連
携
課
☎（
21
）０
２
５
８

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

１人あたりの
年間保険料額

（限度額62万円）

均等割額
（4万6600円）

所得割額
（所得－33万円）

×
所得割率
（9.17％）

　保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と被保険
者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計額になります。
※所得の低い人は、世帯の所得水準に応じて均等割額が軽減
されます。

　保険料率は２年ごとに見直しが行われます。平成
30 年度から後期高齢者医療制度の保険料率が変更に
なりました。これは「岡山県後期高齢者医療広域連
合後期高齢者医療に関する条例」で定められ、県内
均一になっています。

市
長
と
語
ろ
う
会

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
相
互
理
解
を

深
め
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
る
た
め
、
市
長
が
直
接
市
民
の

皆
さ
ん
と
懇
談
す
る「
市
長
と
語
ろ
う
会
」

の
実
施
希
望
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　
10
～
20
人
程
度
の
中
学
生
以
上
の

市
民
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
、
特
定
の
政

党
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
し
た
団
体
を

除
く
。（
母
体
が
同
じ
団
体
・
グ
ル
ー
プ

の
開
催
は
２
年
に
１
回
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
）

開
催
で
き
る
日
時　
開
庁
日
の
午
前
９
時

～
午
後
９
時

※
公
務
の
都
合
上
、
ご
希
望
の
日
程
に
沿

え
な
い
場
合
や
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
し
込
み　
語
ろ
う
会
の
実
施
を
希
望
す

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
、
開
催
日
の
前
々

月
の
末
日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
懇
談
テ
ー
マ
や
会
場
に
つ
い
て

は
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
懇
親
会
な
ど
飲
食
を
伴

う
場
合
は
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
１
０

【おわびと訂正】５月号６ページに誤りがありました。おわびして訂正します。
「老朽危険建物除却促進事業補助金」対象経費　誤…助成対象経費の１／３（上限 50 万円）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　正…助成対象経費の１／３（上限 30 万円） 14H30 (2018) ６月15 H30 (2018) ６月


